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小
中
学
校
で

入
学
式

が
ん
ば
れ
一
年
生

小中学校の入学式は４月６日行なわ
ｎ 新一年生が誕生しました。各小学

校では新しいランドセルを背負つた

一年生９８名＜小坂小13 名、藤田小
５４名、森江野小16 名、大木戸小11

名。大枝小４名（司内）＞が元気に
登校、新しい敦科吉を手にしました。

県北中では真新しい制服の110 名が

自」立51 年目を迎える伝統ある岐門を

くぐりました。
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46 億１,000 万円

46 億1  . 0万円と なり､12年 度と

と なり ました。

平
成
1
3年
度

国
見
町
予
算

平
成
十
三

年
度
国
見
町

各
会
計
予
算
は
、
三

月
定
例

議
会
に

お
い
て

議
決
さ
れ
、

四
月
よ
り
執
行
さ
れ
ま
し

た
。
二
十

一
世
紀
の

着
実
な
第
一
歩
と
し
て

、
町
の

基
本

目
標
で

あ
る
「
豊
か
で

住
み
よ
い
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
心
豊
か

な
人
に

や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
へ

向
け
、
町

民
生
活
の

充
実
の
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
進

め
ま
す
。

平
成
十
三

年
度
予
算
は

、
町

民
各
層
の
要

望
等
を
踏
ま
え
つ
つ

、
行
財

政
効
率
の

一
層
の

推
進
を
図
る
一
方

、
新
た
に
制
定

さ
れ
た
国
見
町

第
四

次
振
興
計
画
の

実
現

に

む
け

、
六
項

目
の
柱

を
た
て

、
新
規
重

点
施
策
を
中

心
に

積
極
的
な
対

応
を
図
っ

た
と
こ

ろ
で

す
。
（
具
体
的
内
容
は
五
頁
～
七
頁
に
掲
載
）

歳
　
入

国
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
特
に
地

方
財
政
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
地
方
交

付
税
総
額
で
マ
イ
ナ
ス
と
い
う
厳
し
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
当
町
で
は
制
度
改
正

や
国
勢
調
査
の
結
果
な
ど
を
勘
案
し
て
算

出
し
、
二
〇
億
三
千
五
百
万
円
と
前
年
度

比
較
一
億
六
千
二
百
万
円
七
・
四
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

町
税
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
増

収
が
見
込
ま
れ
る
も
の
の
。
町
民
税
個
人

分
の
減
な
ど
に
よ
り
、
町
税
全
体
で
は
九

億
二
千
七
百
万
円
と
前
年
度
比
○

よ
（
％

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

町
偵
に
つ
い
て
は

’多
目
的
体
青
施
設

整
備
の
た
め
一
億
五
千
五
百
万
円
を
は
じ

め
、
水
道
・
農
業
基
盤
・
道
路
等
の
建
設

事
業
に
嬰
す
る
財
源
を
見
込
み
ま
し
た
。

交
付
税
の
制
度
改
正
に
よ
り
、
臨
時
財
政

対
策
債
八
千
五
ｆ臼
万
円
が
新
た
に
加
わ
り
、

全
体
で
五
億
三
百
七
十
万
円
（
昨
年
比
一

五

こ
（
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政
調

整
幕
金
か
ら
一
億
六
千
五
百
万
円
を
繰
入

れ
ま
し
た
。

歳
入
に
お
い
て
、
町
税
な
ど
の
自
主
財

源
が
十
三
億
八
千
六
百
万
円
、
率
に
し
て

三
十
％
で
あ
り
、
地
方
交
付
税
や
国
県
支

出
金
な
ど
依
存
財
源
は
三
十
二
億
二
千
四

。白
万
円
、
七
卜
％

と
い
う
構
成
で
す
。

町民一人当りの歳入予算
地方交付税

に7

/

178 , 円

町　税　　　8  348円

たばこ税ほか　町民税　 固定資産税

愼 戸 鈩 ぷ 笋

み 473円　　27  , 266　46,609円

計

404 , 492円

その他の収入

/

63  72 円

町　債

4 炉

,
 196円

国県支出金

ん

3 乙 020円

(平成13 年４月１日の町の人口　1  1 .397名:



平成13 年度

一般会計予算額は
平成13年度の一般 会計予算 額は

比較して1億円の減額(  2.1 %の減）

●一般会計当初予算額の推移
r蚩椿：百71円1

●性質別に見てみると （　 ）は前 年対比

歳
　
出

歳
出
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
施
策
の
積
極
的

な
展
開
を
図
る
こ
と
を
从
本
に
．
艮
期
的
棍

野
に
止
ち
、
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
、
重
点

選
別
主
義
に
よ
り
細
成
し
ま
し
た
．

川
的
別
の
内
訳
は
右
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
．

術
乍
費
が

．
冊
多
く
．
匕
木
費
、
総
務
費
、

教
育
費
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
．
前
年
度
と

比
較
す
る
と
、
Ｌ
木
費
が
和
平
橋
や
富
匕
見

曉
の
架
替
、
町
営
住
七
建
般
な
ど
で
卜
六
％

の
人
幅
な
増
と
な
り
ま
し
べ

逆
に
減
少
し

た
も
の
は
教
育
費
で
．
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
約
こ
億
円
の
減
と
な

っ
て

い
ま
す
．
公
債
ｎ

に
つ
い
て
は
昨
年
と

ほ
ほ
同
額
で
す
。

性
質
別
区
分
で
兒
て
み
る
と
、
ｈ
の
グ
ラ

フ
の
よ
う
に
な
り
、
人
件
費
で
は
職
員
数
減

な
ど
か
ら
約
四
％
の
繊
と
な
り
ま
し
た
。。
経

常
的
経
北
に
つ
い
て
は
見
直
し
を
回
り
、
コ

ス
ト
意
識
を
も
ち
極
力
縮
減
に
努
め
る
と
と

も
に
、
住
民
坊
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
嘔
業
や
各

種
検
診
嘔
業
な
ど
、
新
た
な
行
政
需
要
へ

の

対
応
や
町
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
を
、

選
別
し
ま
し
た
。
普
通
建
設
嘔
業
に
お
い
て

は
令
体
で
は
昨
年
比
約
八
％

の
減
と
な
り
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
補
助
嘔
業
は
増
加
し
、
叭

独
事
業
は
減
少
と
な
り
、
よ
り
有
利
な
嘔
業

選
定
を
進
め
ま
し
た
。

町民一人当りの歳出予算
肛 労飜

迂

3  80円

群 水産額

贔ﾚ

40 93円

衛生費

觴

66273 円

民 生費

幽

38 , 8 行円

総務 費

罐

58 , 237円

議会費

燕

9.021円

計

4 図 492円

その他

J,l

526円

公債費

ぐ浙

52648円

教育費

燔

54,889円

消 防 費

竸

1 乙 184円

土 木 贊

齷

63 , 4 図円



特別会計

総
額
三
十
三
億
六
千
七
百
万
円

国
見
町
で
は
、
町
の
基
本
的
な
事
業
・
施
策
を
行

な
う
「
一
般
会
計
」
の
ほ
か
に
、
特
定
事
業
の
経
理

の
た
め
、
九
種
類
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

ほ
か
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
会
計
、

及
び
三
財
産
区
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

特
別
・
財
産
区
・
水
道
事
業
の
各
会
計
の
総
予
算

額
は
三
十
三
億
六
千
七
百
万
円
（
対
前
年
比
三
・
一

％
減
）
と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
と
合
わ
せ
総
額
七

十
九
億
七
千
七
百
万
円
に
よ
り
、
町
民
生
活
向
上
の

た
め
、
各
種
施
策
を
進
め
ま
す
。

給
食
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計

昨
年
（

月
か
ら
給
食
事
業
を
実
施

し
．
学
校
給
食
に
要
す
る
経
費
及
び

給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
迦
営
費
等
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
二
年
囗
の
今
年
度

は
八
千
九
百
三
十
万
円
を
計
匕
し
ま

し
た
。
昨
年
度
は
一
一
学
期
か
ら
開
始

で
し
た
が
、
今
年
皮
か
ら
年
間
を
通

し
た
経
費
と
な
っ
た
た
め
、
二
七
・

六
％
の
伸
び
と
な
り
ま
し
た
。

学
校
給
食
に
係
る
食
材
分
五
千
二

町
七
十
万
円
に
つ
い
て
は
保
護
者
か

ら
負
担
い
た
だ
き
、
剥
理
に
か
か
る

人
件
費
や
維
持
竹
川
等
の
経
費
三
千

六
百
瓦
十
万
円
に
つ
い
て
は
、

。
般

会
計
か
ら
繰
入
れ
す
る
も
の
で
す
。

高
齢
者
配
食
嘔
業
や
災
害
炊
き
出
し

経
費
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

今
年
が
『

年
囗
と
な
る
介
護
保
険

特
別
会
計
の
予
算
額
は
、
四
億
七
百

卜
こ
万
円
と
な
り
。
初
年
度
の
昨
年

度
と
比
較
し
て
六
１

丘
百
ハ
ト
万
円

増
、
率
で

。
九
・
こ
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
充
火

及
び
受
給
者
の
増
加
等
に
対
応
す
る

た
め
、
介
護
保
険
給
付
に
嬰
す
る
経

費
を
昨
年
度
よ
り
七
千
七
百
七
卜
万

円
増
額
計
Ｌ
し
た
た
め
で
す
。
鮫
入

に
お
い
て
も
国
県
支
出
金
や
女
払
基

金
交
付
金
の
増
額
を
兇
込
み
、
ま
た
、

六
卜
五
歳
以
上
の

。
り
被
保
険
者
の

保
険
料
は
。
昨
年
皮
は
年
額
の
Ｉ
／

４
で
。
今
年
皮
は
３
／
４
の
保
険
料

と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

国
氏
健
康
保
健
特
別
会
計
の
予
算

額
は
匕
億
五
千
百
二
ｔ
万
円
で
、
昨

年
と
同
裡
度
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
の
人
宗
を
占
め
る
医
療
費
は

四
億
五
千
瓦
百
ハ
ト
万
円
と
前
年
度

比
二
・
五
％
減
と
な
っ
た
も
の
の
、

老
人
保
健
拠
出
金
や
介
趣
給
付
費
の

増
額
に
よ
り
、
昨
年
並
み
の
予
算
額

に
な
り
ま
し
た
。

本
会
計
で
は
健
康
づ
く
リ
事
業
の

強
化
拡
充
・
出
産
費
資
金
貸
付
制
度

の
郡
入
・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
嘔
業

の
允
実
な
ど
、
只
体
的
施
策
に
か
か

る
経
費
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
特
別

会
計

七
十
歳
以
匕
の
高
齢
者
医
療
給
付

に
つ
い
て
経
理
し
て
お
り
、
予
算
額

は

て
し
億
九
不
五
十
六
万
円
、
前
年

度
比
Ｌ
・
九
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

今
年

。
月
か
ら
は
医
療
費
の
一
割

負
担
｛
上
限
あ
リ
｝
や
入
院
時
の
高

額
医
療
費
の
新
改
な
ど
の
制
度
改
正

も
あ
り
ま
し
た
が
、
医
療
費
の
推
移

や
高
帥
化
の
な
か
で
対
象
者
の
増
加

分
を
兄
込
み
、
医
療
諸
費
が
七
千
七

百
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

公
共
下
水
道
特
別

会
計

予
算
額
を
二
億
九
千
（

百
五
ト
ニ

万
円
（
三
・
九
％
減
）
と
し
、
歳
出

で
は
管
き
よ
整
伽
区
城
を
七
・
六
ｈ

予
定
し
、
幤
備
に
要
す
る
経
費
と
、

維
持
管
理
及
び
卜
水
迫
債
償
還
費
を

計
Ｌ
し
ま
し
た
。

土
地

開
発
事

業
特
別
会
計

閥
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
分
譲
に
よ
る

収
入
金
を
も
と
に
、
開
発
経
費
を
計

上
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

水
道
嘔
業
は
町
が
経
営
す
る
公
営

企
業
で
あ
り
、
収
益
的
収
支
に
つ
い

て
は
運
営
経
費
を
計
Ｌ
し
、
資
本
的

収
支
で
は
、
柵
島
地
方
水
道
川
水
供

給
企
業
団
か
ら
の
受
水
に
向
け
、
受

水
池
建
設
に
要
す
る
経
費
を
計
Ｌ
し

て
い
ま
す
。
収
支
の
マ
イ
ナ
ス
分
は

内
部
保
留
資
金
で
補
填
す
る
も
の
で

す
。

特　 別　会　計

会　計 名　 予 算 額　　 増減率

山長育英財産　　660 千円　(  110.9 % )

給食センター　89,300千円　 （27.6％）

国民健康保険751  . 0千円　(  0.1 % )

老人保健　1,090,563 千円　(  7.9 % )

介護保険　　407.119 千円　(  19.3 % )

渇水対策施設　74.  6千円　 （△0.8％）

貝田簡易水道　1 2 , 2 千円　 （15.4％）

公共下水道　 四 8.5 千円　 （△3.9 % )

土地開発事業366,400 千円 （△45.6％）

公営企業　水道事業会計

区　分　　　 収 入　　 支　出

収益的収支　1  .  1 千円150.622 千円

資本的収支　　78 , 924千円196.111 千円

財産区会計
各財産区の督理に甓する経費を計上しています．人山財

産Ｋ肢び北山組合については緑口 源公団 からの受託事

桑として．公団造脾事奥に嬰する鰹費を肚ｔしました．

入山財産区　　　　29  ､ 0千円　(  20.2 % )

藤田財産区　　　　　190 千円　 （△5.0％）

大木戸財産区　　　　220 千円　 （10.0％）

石毋田財産区　　　　　340 千円　(  115.2 % )

但し石畭Ⅲ財産区議会により議決



平成13 年度 主な事業を紹介します

まちづくりﾒ ニュー

｢誰もが希望を持ち、住んで良かったと思えるまちづくり｣

生
活
基
盤
の
確
立
へ
向
け

道
路
網
の
整
備
を

町
民
乍
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
、
町
道
の
改
良
舗
装
に
よ
り
、
道

路
網
整
備
を
図
り
ま
す
。
新
規
事
業

で
は
、
県
が
行
う
和
唹
橋
架
特
に
嘔

と
佐
久
間
川
改
良
に
よ
る
町
道
付
甘

工
叭
を
火
施
し
、
継
続
嘔
業
の
町
道

五
号
改
良
、
富
士
兒
橋
架
持
Ｋ
嘔
を

進
め
ま
す
。

朝
夕
混
雑
す
る
ｉ
Ⅲ
駅
前
の
緩
和

策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
恒
久
的
な

水
資
源
の
確
保
の
た
め
水
道
用
水
供

給
齔
業
団
出
資
金
を
は
じ
め
、
摺
ｈ

川
ダ
ム
か
ら
の
水
供
給
に
備
え
受
水

施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

町
Ｌ
の
基
本
的
な
利
用
計
画
見
直

し
、
第
二
次
国
ｔ
利
川
計
両
を
策
定

し
ま
す
。

架
け
替
え
ら
れ
る
和
平
橋

第二次国土利用計画策定………………137 万円

地箱朋査事業の推進…………………3  ､ 5万円

藤田駅周辺整備事業…………………1,000 万円

市街地整備事業( 債務負担)………71意円(継続)

地方特定道路事業(町道5 号)…………8  い 側万円

緊急地方道路富士見橋架替工事……6,100 万円

緊急地方道路和平 橋架替工 事(県施行負担金)

……………………………………1億3,40【】万円

佐久関川局部改修事葉町道付替(県施 行負担金)

………………………………………1  ､ 448万円

町道整備事業………………………1億1､388 万円

水道施設(受水池) 整備事業出資金…2  ､ 4 万円

水道用水供給企秦団出資金等………7  ､ 2 旧万円

｢立地環境を生かし、

均衡のとれた快適なまちづくり」

緑
住
区
整
備
事
業
が

導
入
さ
れ
る
小
坂
地
区「

定

住

化

対

策

」

小

坂
地
区
緑
住
区
整
備
に
着
手

定
住
化
対
策
と
し
て
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
分
譲
嘔

業
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
定
住
化
促
進
対
策
嘔
業

を
継
続
し
、
ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
を
奨
励
し
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
（

ウ
ジ
ン
グ
（
鳥
齢
者
向
け
の
住
宅
）

四
戸
を
含
む
町
営
住
宅
を
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
内
に
建
設
し
、

良
質
な
住
居
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

快
適
で
き
れ
い
な
町
づ
く
り
の
た
め
、
公
共
ド
水
道

の
整
備
と
と
も
に
、
下
水
道
区
嘔
業
認
可
区
城
外
で
は

合
併
処
理
浄
化
榊
の
設
置
の
助
成
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

消
防
防
災
、
交
通
安
令
、
防
犯
対
策
に
よ
り
。
安
全

で
災
名
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

緑
地
、
公
園
の
整
備
維
持
管
理
に
よ
り
、
快
適
な
空

間
づ
く
り
を
進
め
、
ほ
増
整
備
収
業
を
実
施
し
て

い
る

小
坂
地
区
で
は
、
緑
仕
区
整
備
嘔
業
に
よ
り
。
非
ａ

川

地
の
確
保
に
よ
る
、
緑
と
共
生
し
た
良
質
な
宅
地
、
災

会
施
設
の
雛
備
を
進
め
ま
す
。

防 災まちづくり事業……………924 万円

交通安全対策事業………………309 万円

防犯対策事業……………………444 万円

合併処理浄化梧設置整備事業…1  . 四 5万円

ご み減量資源化対策推進事業…272 万円

公営住宅建設事業（シルバ ーハウジン グ）

………………………………8､511 万円

定住化促進総合対策事業……2.825 万円

小坂地区緑住区整備事業 （債務 負担）

………………………… ７億6 ､ 万円

緑地 ．公園の整備維持管理…5.  3 万円



｢産業の盛んな

活力あふれるまちづくり」

省
力
化
に
向
け
て
（
水
稲
直
播
栽
培
）

生
産
基
盤
の
整
備
と

水
田
農
業
経
営
確
立
へ

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
お
い
て
は

米
を
め
ぐ
る
厳
し
い
状
況
に
対
し
。
水

Ⅲ
農
業
経
営
確
立
対
策
と
し
て
、
団
地

誘
導
助
成
や
転
作
条
件
略
備
な
ど
町
独

自
の
事
業
も
盛
り
込
み
円
柵
な
推
進
を

図
り
ま
す
。
生
産
塞
盤
盤
備
は
継
続
し

て
、
農
村
総
合
整
伽
嘔
業
、
ふ
る
さ
と

農
道
整
伽
事
業
、
県
営
ほ
場
整
備
事
巣

を
実
施
し
ま
す
。
さ
ら
に
低
コ
ス
ト
省

力
化
の
確
立
に
向
け
水
稲
直
播
栽
培
の

推
進
と
農
業
近
代
化
施
設
整
備
、
認
定

ａ

業
者
等
の
支
援
策
を
盛
り
込
み
ま
し

た
。
ま
た
消
豊
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
、
中
山

閥
地
峨
対
策
、
新
規
就
農
者
へ
の
支
援

を
進
め
ま
す
。
新
た
に
畜
産
環
境
保
令

施
般
嘔
業
に
よ
り
、
環
境
に
配
心
し
た

命
産
振
興
を
は
か
り
ま
す
。

引
き
続
き
林
道
網
の
連
結
を
口
指
し
、

ふ
る
さ
と
林
道
整
備
小
業
（
林
道
北
目

線
開
設
事
業
）
を
進
め
、
拡
大
す
る
松

く
い
虫
防
除
な
ど
林
業
振
興
を
図
り
ま

す
。商

工
業
に
つ
い
て
は
、
各
睡
補
助
制

度
に
よ
る
商
に
会
や
後
継
者
の
育
成
と

各
預
託
金
の
利
活
川
に
よ
る
中
小
企
業

育
成
及
び
地
城
振
興
活
性
化
を
図
り
ま

す
『
。

市町村営ふる さと農道整備 事業……………4  ､ 4 万 円

県営圃場整備事業(小坂地区) 負担金…………250 万円

県営樹園地農道整備事業(中山原地区)負担金……275万円

滑 川水路施設適正化事業……………………1  .28万円

農村総合整備統合補助事業………………ｰ  健 18万円

水田農業経営確立対策………………………3.0  刀万円

農業経営基盤強化促 進事業……………………404 万円

うつくしま地域営農実践 事業…………………140 万円

中山間地域等直接支払事業……………………296 万円

松くい虫防除事業……………………………1､664 万円

市町村営ふるさと林道整備事業(北口綵)…3.  网万円

畜産環境保全施般緊 急整備事業………………164 万円

中小企業金融対策(預託金)…………………1  `  78万円

商工業の育成事業………………………………675 万円

勤労者福祉対策事業……………………………645 万円

観光対策事業……………………………………107 万円

｢少子高齢社会に対応できる健康で

安心のまちづくり」

少
子

化
対

策
を
充
実
と

在
宅
介
護
支
援

検
査
事
業
の
充
実

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
は
、
疾

病
の
早
期
発
見
・
予
防
が
重
要
で

あ
り
、
基
本
健
康
診
査
の
対
象
を

十
八
歳
以
上
と
拡
人
し
、
さ
ら
に

「
総
合
検
診
」
に
よ
り
受
診
し
や
す

い
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。
健
康
教

室
、
健
康
相
談
の
実
施
、
母
子
保

健
嘔
栗
な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
で
は
、
介
護
保
険

の
円
滑
な
運
営
と
と
も
に
、
生
き

が
い
丈
援
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
事
業
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
な

ど
の
町
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
允

火
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
家
族
介

護
慰
労
金
・
介
直
見
舞
金
支
給
に

つ

い
て
は
国

県
施

策

に
加
え

、
町

独
自

施
策

に
よ
り

在
宅

介
護

を
支

援
し

ま
す

。

身

体
障

害
者
援

駿
嘔

業
に

つ
い

て
は

、
町
独

自

に
拡

大
し
て
き

た

璽
度

心
身

障
害
者

医
療

助
成
嘔

業

を
継

続
し

。
き

め
細

か
な
福
阯

の

一
刈

の
允
実

を
図

る
も

の
で
す

。

少

子
化
対

と
し

て
、

乳
児
医

療

費
の
助

成
対

象
を

Ｉ．
。歳

未
満

か
ら

満
六
歳

の
未

就
学

児
ま

で
に
拡

人

し

ま
す

。
常

設

保
斤

所
で
は

、
丘

歳
児

の
保
育

料
を

軽

減
し
同

一
腴

帯
二
人

口
以
ｈ

の
人

所
児

叭

傑
育

料
の
無

料
化

を
図

り
ま

す
。

さ
ら

に
季

節
保
介

所

の
開
設

期
間

延
長

に
よ
り

、

保
育

の
允
火

を
図
り

、

少
’ｒ

化

対

策
基
金

を
活

用
し

た
事

梟

展

開
を
は

か
り

ま
す

。

少子化対策事業 …… ………………726万 円

藤田保 育所運営事業 ……………6  ﾌ 28万円

季節保 育所運営 事業 ……………2.552 万円

乳 児医療 費助成 事業……………1.200 万円

児童 手当 支給事業………………3､372 万円

重度身障 者医療費助成事業……1  ､ 8万円

在宅介護支援事業………………1､653 万円

介護予防･ 生活支援事業 …………281 万円

自立継続 サポ ート事業…………1､204 万円

健康診査事業……………………3､652 万円

敬老会及ぴ敬老祝金……………0 万円

公立藤田総合病院負担金…３億3 ､ 630万円



｢次代を担う青少年の育成を目指す

教育と文化のまちづくり」

多目的体育施設( イメージ図)

多
目
的
体
育
施
設
建
設
に
着
手

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
も

学
校
教
育
に
お
い
て
。
本
年
開

催
さ
れ
る
７
つ
つ
く
し
ま
未
米
博
］

を
見
学
・
学
習
す
る
た
め
の
継
費

を
計
Ｌ
し
ま
し
べ

生
徒
の
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
ヶ
ア
の
た
め
、
心
の

教
室
を
継
続
し
、
外
国
青
年
招
致

収
柴
や
从
礎
学
力
向
Ｌ
対
策
な
ど

教
介
の
充
火
と
、
教
育
以
境
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

県
北
中
学
校
創
な
丘
卜
周
年
記

念
嘔
業
と
し
て
多
日
的
休
斤
施
殿

を

．
．
ヶ
年
継

桃
で

整
備

し
ま

す
．

学

校
体

介
だ

け
で

な
く

、
多

種
目

の
競
技

が
可

能
な

、
広

く
利
川

で

き

る
社

会
体

介
施

設
と

し
て

、
地

城

ス

ポ
ー
ツ

の

．
層
の

振
興

を
目

指

し
ま

す
『

観
月

台
文

化
セ

ン
タ

ー
を
ｆ

供

か
ら
商

齢
占

ま
で

の
学

習
、

交
流

の
増

と
し
て

活
川

し
、
芸

術

文
化

振

興
嘔

袤
の

艇
開

、
図
河

管
川

の

電

算
化

．
バ
ソ

コ

ン
フ
ー・
・
Ｔ

）
崩

習
会

の
開
俳

に
よ

り
情

報
化
社

会

に
対
応

し
た

生
涯

学
習

を
進

め
ま

す

．
さ

ら
に

地
城

文
化

財
保
護

を

図

り
ま

す
．

うつくしま未来博体験学習支援事業……………318 万円

教育施設の整備…………………………………1,121 万円

教育の充実………………………………………2  ､ 518万円

学校保健対策………………………………………380 万円

図書館管理運営事業………………………………839 万円

パソコン基礎技能訓習会の開催…………………428 万円

芸術文化振興事業………………………………1  , 402万円

文化財保護管理事業………………………………794 万円

地域スポーツ振興事業……………………………639 万円

多目的体育施設整備康業………………………2僮693万円

｢町民総参加の

まちづくりの推進」 皆
さ
ん
の
声
を
聴
く
町
政
懇
談
会

効
率
的
な
行
財
政
の
執
行

町
民
サ
ー
ビ
ス

向
上

を

行
財
政
改
革
に
外
づ
き
、

。
肝
の
嘔
務
効
率
化
と
町
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
た
め
に
住
民
雌
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
ほ
か
、
行
政
嘔
務
電
竹「
化
シ
ス
テ

ム
の
運
川
を
図
り
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
声
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
を
巡
め
る
た

め
の
町
政
懇
談
会
や
各
睡
懇
談
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
町

内
会
等
組
織
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
艮
崎
・
人
分
国
見
町
と
の
交
流
嘔
菜
や

７
つ
つ
く
し

ま
未
来
博
」
へ
の
見
学
助
成
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

へ
の
補
助
企
に
よ
り
、
町
艮
総
参
加
に
よ
る
活
力
あ
ふ
れ

る
コ
ミ
ユ
ニ
テ
イ
づ
く
り
の
た
め
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

行政事務電算化事業( 一部再掲)………………4  ､ 137万円

うち住民基本台帳ネットワークシステム事業…899 万円

地域間交流事業……………………………………460 万円

うつくしま未来博推進事業………………………500 万円

広報広聴活動の充実………………………………441 万円



消
防
団
辞
令
交
付

国
兇
町
消
防
団
辞
令
交
付

式
が
四
月
二
日
に
闘
催
さ
れ
、

再
任
さ
れ
る
高
橋
力
団
長
へ

冨
永
町
長
よ
り
辞
令
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
六
十

一
件
の
階
級
異
動
及
び
再
任

辞
令
が
高
橋
団
長
か
ら
交
付

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
、
大
沖

利
勝
さ
ん
ほ
か
十
六
名
が
退

団
さ
れ
、
ま
た
、
新
た
に
十

五
名
が
入
川
し
、
火
の
守
り

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま

す
。

退
団

者
名
　

｛
敬
林
Ｉ
｝

階

畷

氏

名
　
　

在
職

分
団
長

大
沖

利
勝

む
堅

分
団
長

齊
藤

修
一
　
3
9年

部

艮

菊
地

良
匕

洳
年
６
月

部

長

鳥
橋

常
男
3
2
年

郎

長

人
沼

忠
治
1
2
堅

剛
部
艮

佐
腺

誠
泊
1
2
堅

肝

長

占
Ⅲ

義
1
3
1
年

班

長

佐
久
川
友
一
　
2
7堅

班

長

高
橋

成
正

３
年

Ｍ

Ｈ

紺
野

秀
人

６
年

を

 
3

 
1

聞

ｎ

鳩
本

や
攵

４
集
1
1月

団

ｕ

村
上
狸
寿
人
1
4
堅

団

口

高
橋

義
雄

日
堅

聞

ｕ

後
藤

孝
一
　
８
集

聞

ｎ

阿
部

邦
雄
1
2
年

聞

ｎ

松
浦

秀
幸

２
堅

新

入
団
員

名
｛
敬
称
Ｓ
｝

所

属
　

氏

名

第

．
分
団

遠
藤

健
司

第
二
分
団

秋
檗

克
彦

‘
　

鳥
橋
　

稔

第
三
分
団

武
用

靖
弘

’
　

宍
戸

孝
司

’
　

近
野
　

ｉ

”
　
　
関
　

好
高

’
　

佐
野

勝
夫

’
　

朽
木

智
噺

第
Ｋ
分
川

阿
部

松
次

‘
　
　
後
藤

浩
幸

”
　

遠
藤

和
彦

’
　

松
浦
新
一
郎

’
　

松
浦

に

Ｉ

’
　

６
沖

叶
刪

収
入
役
に

佐
野
貞
治
氏
再
任

国
見

町
収

人
役

に
佐

野
貞

治
氏

が
再
任

さ
れ

、
こ
期

日
の

就
任

を
し

ま
し
た

。
佐

野
収
人

役
は

、
昭

和
一一一
ｔ

瓦

年
に
国

兄
町

職

竝

と
な
り

、
ｎ

林
課

長

。
総
務

課
長
等

を
歴
任

。

唹
成
九

年

か
ら
収

入
役

に
就
任

し

て

い
ま
す

。

佐野貞治収入役

人事異動
町 職員及び教職員の人事異動が次のとおり

発令さ れまし た。（４月１日付）

町職員人事異動

飯　任 �氏　各 � 旧　任

衆丿踝詼 �譫册 川蹼�1R啝IS

震 曇 ･  員 事 局良●身砲係長 �小野ｌｌ �水ａ課長

覡胯ａＳ �胥昜 政弘�畭蒔踝ｌ 任罟蠧贄財政係艮

ぼ11譚・幹 �,l田 嫡男
�屬 第 員 僉 事 歸 長 物 第 叫係 長

吩郤;11忸を丹魯財政係長 �佐祕 な.1･」�似譬嘔匆譫主旺主査●嘔ｌ 侈Ｓ

？咬髫肖ilf!1 物 学 月 偃�暴蒔アイｙ �鰆旺奴i.1帷輿戔 当 籤

物 田 県 卩 ｰ �紺･1かず了�a.I野切 物 重 ｷ 仕教諭
.
 : 切 物 第 教諭 �奠田皿哭于 �霞日a`冐所１仔Ｓ呵ｔ

癬SI譚１９１占轢群林豈舞係 �Ｘ政り卜孑�本・胛ｔｑｉ蠢簀水酒保

偬 飫 王 係 �中山ミエ子�怐樫謬！任圭ｎ暑at祠4{i

・電委員合ｌｑ↑き �学 子 �膽林物 す 仕主蠹皿疂14鈿興侈

.1(aぷl主任夲●薯孝道儡 �中田り攴�宿 軽 物 社・任ｔ螽翳瘤廿弧

強 設 青 門  ･・ ｌ 縛 鋳１ 臂増ａ 俘 輿
�ｌ田 ａｆ �夕・ 宿 等 門 偬 費紳

都 用佩訝雇巾鼕偏Ｓ皿 �松濔昭－ �保鬢櫑柾ａｉｌ 憊・ 係ｔ蠢

な値嘔祉ａ傴社係長

教職員人事異動

事 校名 �
転　λ ��� 転　出

�亀名�氏　 名�前 圧奴 �職 名 �氏　 名�新 任 校

小・ 小 �
魯蛸 �本田 弩川�中S小 �教懐 �を 田 子�菖野小

�教諭�冖ji尤子�大l生小 �教諭 �馮水ミイ子�ＩＳ●小

�重擂敦IS�足魯 典子�小戸神小 �薺膤敕番�第 書 を�tSI丶

篠日小 �

政基 �悒● 宏子�平石小 �微魯 �矢屬佐魯子�榲鳥讐淵

��禹檎　慴�篦域小 ��Si- �大岐小
��!2渊・孑�ｇ脣小 ��穴瀋ひさ子�大森小

��佐久降悦子�灣･ψか ��片木紀美子�贏鳥黔‐小

��晟・峪之�伊達小 ��艮Ｓ 曹岡�己遥小

��馮蓐珊子�大石小

a11野小 �
校長 � 月 ｲ �山丹生小 �収 長 �SIB懼軈�伊遣羈小

�霏繍�堺　曖衂�li顰小 �奴 纖�講¶9礼子�岡山小

大寒戸小 ��・.痼かよｆ �蔔り小 ��池田カツ孑�遭難

県・申 �
蛟 揀�ｌ蕀　弘 �霎Uj申 �校 畏 �石并　貂�鬣旻耶

�教諭�り､ 野 十�匹酋為一中 �教綸 �橋毒 帖子�伊遣中
�����志 | �輒灣q3

お世話になりました

退 職

菊地軻｢

(農業委貝会主任主査)

斎麓出 －

(保健福祉課相祉係主査)

よろしくお願いします

新採用

佐雌　恵

(保健福祉課保健増進係)

木村恒人(総務課財政係)

徳江宏行(建設課建設係)



し

ゃ

く

ざ

ん

し

中
国
錫
山
市
と
親
交
を
深
め

馬
鎮
長
　
町
議
会
で
演
説

中
国
汪
蘇

省
鶏
山
巾
陽

山
釶
人
民
政
府
の
訪
日
川
が
国
兒
町

を
訪
れ
．
町
議
会
で
訪
問
友
好
の
演
脱
を
は
じ
め
農
業
施
設
や
町

内
棍
察
を
と
お
し
交
流
を
深
め
ま
し
た
．

功
れ
た
の
は
馬
佳
明
鎮
長
（
「
鎮
」
は
町
と
同
意
、
鎮
長
は
町
長

に
あ
た
る
）
を
は
じ
め
、
周
九
興
剛
鐃
長
、
趙
逸
人
ａ

業
ａ
ｎ

の

．
．幺
‥で
、
五
月
１
六
日
に
町
議
会
を
λ
敬
訪
問
し
、
二
月
定
例
廠

町
の
先
巡
的
な
桃
の
繊
培
技
術
を
学
び
．
さ
ら
に
交
流
を
広
げ
た
い
」
と
演
脱
し
ま
し
た
．

．
行
は
町
内
の
樹
園
地
や
Ｊ
Ａ
伊
逹
み
ら
い
の
共
道
所
な
ど
を
皀
剣
な
而
持
ち
で
視
察
、
特
に
光

セ
ン

サ
ー

機
に

質
問

が
集

中
し

ま
し

た

こ
の

ほ

か
公
‥吠
藤
川

病
院

な
ど

を
兒

て

川

り
ま

し
た
　

夕

力
か

ら
問

か
れ

た

歓
迎
レ

セ

プ
シ
ョ

ン
で

は
、
Ｍ

水

町
災

や
仇

藤
忠

美
議

長

ら
が
歓

迎
の

。『
。‥
檠

を
述

べ

。
馬

鎮

災
も

「
存

に
ま

い
た

陳
が

秋

に
火
を

つ
け

る
よ

う
、

こ
の

結
び

つ
き

が
唸

り
人

き
な

も
の

に
な

る
よ

う
刈
待

し
ま
す

ご

と
述

べ

巾
国

へ
の
訪

川
を

招
請

し
ま

し
た

。。

ｉａ
―
！
－
■
ｒ・
’り
Ｉに

甲

成
九

年
の

無
錫

市
胡

垓
鎮

か
ら

の
訪

問
で

は
友

好
交
流

協
定

を
締

結
し

て

お
り
、

ま
た

、
十

年
九
月

に

は
１

町

か
ら
訪

問
し

た
経

過

が
あ
り

ま
す

。
隅

山

鎮
は
胡

球
鉞

に
隣

接
し

、
ま

た
、

中
国

有
数

の
桃

の

産

地
で

あ

る
こ
と

か
ら

当
町

を
功

れ

た
も

の

で
す

。

三月定例議会の席上 演説する馬仕明顫長

熱
心
に
農
巣
施
設
を
視

察
す
る
肪
日
団
一
行

国見ニュータウン 新
し
い
家
が
建
ち
並
ぶ
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン

恵まれた立地条件を生かし ．ゆとりと安らぎ ，

そして快適性を集大成し た街，国見二２－タウン．162

区画中 ．・ でに半分が販売され､  5 世帯の

方々が昏らし ，纂らしい街が形成されています．

現在，80区画を分譲し ており ．上下水道完嫻 ．

公園や集会施設などめぐ まれた住環境そして低価

梠となっております一足非この機会Cこ，新しい街

を共に創ってください．

お申し込み・お問い合わせ

国見町 企画商 工課　7?585  ｰ 2927 (直通)

定
住
化
促
進
対
策
を
強
化

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
斡
旋
者
に
3
0万
円
進
呈

活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
定
住
化
対
策
を
す
す
め
て
い

ま
す
。
特
に
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
つ
い
て
は
販
売
促
進
も
兼
ね
て
、
Ｕ
Ｉ

タ
ー
ン
者
へ
の
新
築
等
奨
励
金
の
交
付
を
行
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
４

川
か
ら
は
分
破
斡
旋
者
へ
報
災
金
を
3
0万
円
に
ア
ッ
プ
し
。
強
力
に
推
進
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。。
ま
た
、
将
火
の
了
供
さ
ん
孫
さ
ん
等
の
住
宅
用
地
と

し
て
も
財
入
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

国見ニュータウン

定住化促進事業

・

分

譲
斡
旋
報
償
１
件
3
0万
円

・

Ｕ
‐

タ

ー
ン
新
築
等
奨
励
金
の
交
付

・

町
内
建
築
業
者
運
転
資
金
利
子
補

給



水
質
保
全
と
快
適
な
暮
ら
し
の
た
め
に

公
共
下
水
道
供
用
区
域
が
広
が
り
ま
し
た

公
共
下
水

道
管
き
よ
整
備
は
昭
和
六
十
三
年
の
工
事
着
工
以
来
、

平
成
十
一
年
度
末
で
七
十
九
・
三
回
が
完
了
し
、
供
用
可
能
戸

数
は

Ｉ
、
一
五
六
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年
度
は
約

四
・
八
㎏
の
整
備
を
図
り
、
そ
の
結
果
、
今
年
四
月
公
共

下
水
道
が
利
用
で
き
る
戸
数
は
、
一
、
二
〇
七
戸
と
な
り

ま
し

た

。

下

水
道

が
整
備
さ
れ
る
と

公
共
ド
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活

環
境
を
良
く
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
町
内
を
流
れ
る
阿
武
隈
川

を
は
じ
め
と
す
る
河
川
の
水
質
を
浄

化
し
、
き
れ
い
な
水
資
源
の
保
護
に

も
役
な
ち
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の

巾
か
ら
出
さ
れ
る
生
活
雜
排
水
を
公

共
ド
水
道
で
処
理
す
る
こ
と
で
術
生

的
で
快
適
な
菻
ら
し
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

町
で
は
、
さ
ら
に
多
く
の
地
城
で

下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
、
今
年
度

も
1
1
1を
進
め
て
い
き
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
を

河
川
の
汚
れ
の
原
因
は
．
家
庭
か

ら
出
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
、、
水
資
源
の
保
護
と
生

活
環
塊
の
整
備
が
ド
水
道
事
業
の
日

的
の

．
つ
で
す
．
公
共
下
水
道
が
雛

備
さ
れ
た
地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
ト

イ
レ
の
水
洗
化
や
台
所
や
浴
竃
か
ら

出
さ
れ
る
生
活
雛
排
水
の
ド
水
道
へ

の
接
続
を
行
わ
な
い
と
こ
の
目
的
は

達
成
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
の
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
は

六
か
月
以
内

に
、
く
み
取
り
式
ト
イ

レ
は
三
年
以
内
に
排
水
般
備
を
般
置

す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
命
は
、
ド
水
道
が
整

備
計
画
さ
れ
て

い
る
区
城
の
Ｌ
地
が

す
べ
て
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の

計
両
区
城
が
す
べ
て
幣
伽
さ
れ
る
ま

で
に
は
艮

い
期
間
が
必
妛
で
す
。
そ

こ
で
、
受
益
者
負
担
金
は
ド
水
道
の

供
川
開
始
に
あ
わ
せ
賦
課
徴
収
し
て

い
ま
す
。
こ
の
区
域
を
「
賦
４
対
象

区
域
」
と
い
い
、
年
度
・
初
め
に
み
な

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

］負
批
金
額
と
納
付
方
法
】
…
▼
負

担
金
額
…
七
地
一
．ｍ
あ
た
り
四
心
瓦

卜
円
で
算
出
し
ま
す
▼
納
付
方
法
…

五
年
分
割
の
年
四
則
。
一
。卜
回
で
納

付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
膺
は
年
度

ご
と
に
発
行
し
ま
す
。

７

括
納
付
報
奨
命
∵

：
受
益
者
負

担
金
は

。
括
し
て
納
付
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
初
年
度
第

。
川
の
納
期

内
に
令
糾
を
納
付
し
た
場
合
に
は
前

納
額
の

ブ『
し
％
程
度
の
報
奨
金
を
交

付
し
ま
す
。

下水道供用区域

?に使える区域(  79.3ha )

弓から使える区域(  4.8ha )

三度の工事予定地域



４
月
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
地
区

【
大
字
藤
田
地
内

】
中
沢
二

、
中
沢
三
の
全
部
、
中
沢

匸

日
渡
三
、
日

渡
四

、
藤
田
一
、
藤
田
二
、
大
枝
道

一
の
一
部

【
大
字
山
崎
地
内

】
堰
下

、
堂
ノ
前
、
大
坂
の
一
部

減
免
と
徴
収
猶
予

上
地
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
受
益

者
負
担
金
の
減
免
又
は
猶
予
の
制
度

が
あ

り
ま
す

。

下
水
道
使
用
料

公
共
下
水
道
嘔
業
は
、
終
末
処
理

場
の
迎
転
経
ｎ

、
ド
水
道
施
改
の
維

持
管
理
継
費
等
が
必
要
で
す
。
ド
水

道
使
用
料
は
、
こ
の
よ
う
な
経
費
に

允
て
ら
れ
、
上
水
道
の
使
川
叭
を
ｆ

水
駁
と
み
な
し
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

井
戸
水
な
ど
の
水
道
水
以
外
の
水
を

使
川
し
て
い
る
場
合
は
、
川
途
や
人

数
な
ど
を
考
慮
し
て
認
定
さ
れ
ま
す
。

利
子
補
給
制
度

国
見
町
で
は
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化

や
排
水
設
備
工
嘔
に
壑
す
る
費
用
を

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
た
と
き
、

。
隰
帯
あ
た
り
五
卜
万
円
を
限
度
と

し
た
融
資
額
に
対
し
て
、
そ
の
利
子

分
を
町
が
令
額
負
担
す
る
「
下
水
逆

排
水
設
備
等
整
備
資
金
利
子
補
給
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

刊
ｆ
補
給
は
当
該
地
区
の
供
川
開

始
の
凵
か
ら
三
年
以
内
に
ド
水
道
施

設
般
置
計
画
の
肺
認
を
受
け
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

・ 問い 合わせ・

都市整備課下水道係

7?(  585 ) 29

｢川西を拓く｣

大事業に幕
伊達西部土地改良区清算完了

昨
年
五
月
に
上
地
改
良
区
の
解
散
許
可
を
受

け
．
浦
算
業
務
を
行
な
っ
て
い
た
伊
達
四
部
十

地
改
良
区
（
清
算
人
代
表
付
ｈ
太
一
前
回
ｈ
地

改
良
区
理
小
長
）
は
一
二
月
ニ
ト
七
日
の
清
算
完

了
に
よ
り
、
す
べ
て
の
役
割
を
終
え
、
ニ
ト
匕

年
に
わ
た
る
活
動
に
幕
が
ド
ろ
さ
れ
ま
し
た
、．

県

営
ほ

場
整
伽
嘔

業

伊
達
西

部

地
区

の
負

担

団

体

と
し

て
、
昭

和
四

卜
九

年
に

般
立

さ
れ

た

伊

達
西

部
Ｌ

地
改

良
区

は
、

総
嘔

業
費

三
ｔ

八

億

円
．

国
兇

町
、

桑
折
町

、

梁
川
町

の

八
百
ｈ

に
お
よ

ぷ

ほ
場
整

備
嘔

業
を

推
進
し

ま
し

た
．

昭

和
六

卜

．
年

．’．月
の
嘔

業

竣
功

後
は

償
還
業

務
を
行

な

い
、
糾

介
貫

か
ら

の
負

担
金

の
全
額

納

人

に
よ
り

す
べ

て
を

償
還
し

昨
年

五
月

に
解

散

、
そ

の

後
清
算

法
人

と
し
て

最
終

的
な

油
算

を

す
す

め
て

い
ま
し

た
．

近
代

農
業

の
礎

を
築

い
た

「
川

西
を
拓

く
」

人
嘔

業

は
こ

こ
に

籬
が
Ｆ

ろ
さ

れ
ま

し
べ

大
役
を
終
え
、
看
板
を
下
ろ
す
松
野
庄
兵

衛
前
副
理
事
長
と
五
十
嵐
衛
前
会
計
理
事

伊達西部土地改良区

に係る事業概要

関 係 農 家 数‥･1,118戸

地 区 面 積…釦6.7h8

(うち国見町分4  .2h a)

全体概算事業費…5,107百万円

うち県宮事業3.797 ･百万円

:t哈翦鞋1.289 百万円

in 瓧鞋　21 百万円，

遒水路等の維持管理は各

町へ引き継がれています。

組
合
員
皆
様
よ
り
先
祖
伝
来
の

農
地
を
お
預

か
り
し
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
掻
き
回
し
、
大
区

画
の
ほ
場
堅
備
と
集
団
化

、
縦
横
の
道
水
路
整

倆
を
行
な
っ
た
大
事
業
で
あ
り
ま
し
た
。
大
型

機
械
の

導
入
や
広
域
農
遵
の
車
の
往
来
を
見
る

眄

、
当
地
方
の
発
展
振
り
は
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。

沢
山
の
課
題
、
難
題
に
ご
心
労
を
か
け
ま
し

た
役
目

。
総
代
の
方
々
、
昼
夜
な
く
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
た
各
委
員
の
方
々
の
努
力
を
忘
れ
る

こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
し
て

真
の
事
業
主
体

で
あ
る
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
に
支
え

ら
れ
て

、
今
日
を
迎
え

る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

こ
と
に
対
し
心
よ
り
御
孔
申
し
上
げ
ま
す
。
長

期
に

わ
た
る
責
務
を
今
よ
う
や

く
終
え
安
堵
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
。清

算
人
代

表

（
府
理
事
長
）

村
上
　

人

．

「
川
西
を
拓
く
《
追
禰
こ

よ
り
抜
粋



３月の

グラビア

止
め
て
！
不
法
投
棄

三
月
二
十
九
日

。
生
活
環

境
推
進
鷂
や
商

工
会
青
年
郎
匸

フ
イ

オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ
な
ど
の

協
力
に
よ
り

。
不

法
投
棄
ゴ
ミ
の

撤
去
作
業

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

山
に
拾
て
ら
れ
て
い
る
電
化
製
品
を
は
じ

め
。
国
道
四
号
チ
ェ

ー
ン

着
脱
所

な
ど
の
ゴ

ミ

。
約
七
百
キ
ロ
を
回

収
し
ま
し
た
。
参
匐

者
は
マ
ナ
ー
の
な
さ
に
「
不

法
投

棄
は

絶
対

に
し
な
い
で
。
」
と
呼
び
か
け
て

い
ま
し
た
。

四
月
一
日
よ
り
家
電
リ
サ
イ

ク
ル

法
が
施

行
さ
れ

。
テ
レ
ビ
等
四
品
目

は
定
め
ら

れ
た

ル
ー
ル
に
よ
り
廃
棄
丁
る
こ
と

に
な
り

ま
す
。

ひとり暮らし高齢者へ

昼 食 の 宅 配
国 見网 では ３月24日, 25 日の二日 にわたり 。ひとり署ら

しの 高郎者約 12D名へ,まごころ 込め た昼食并当の宅配を実

施し ました｡

弁当は国見町 給食センターで調理さｎ ．配布作業は役場

矚目など で組峨１ る自治劣 層見町労 働組合 一l僵田英ぞ5執行

委目 長IIが地域に根

ざし た 活動 をｌ ・

めるな かで．ポラン

テ ィ アによ リ 協力

し たもの です．

町 では ま す まｉ

嗷 要に なる 高 齢 化

社会にI向け ．サービ

スの 拡 充に 努 め て

おり ．韜食センター

の活 用 も 含め た 取

り 紹み とし て 実 施

し まし た、

｢家族経営協定｣調印
農葉における家族みんなの経営参面を進め

るため.「家族経営協定」が推進されていま

すが.3 月27日徳江字二階間々の村上一さん

恵子さん夭婦が協定魯に調印し ました．この

協定では．夭婦が経営者の立場で役翻分担に

基づく惆任を明確にしており．報眇や休日な

ど就篥条件も定めています，協定により自覚

を促・ とともに．経営や暮らしの充実に努め

ることがねらいです，調印式では．冨永町長

や賀藤貞農業委目会長．樗川憫笑改良晋及セ

ンター所長が立会いました，

活　用　し　て

お手玉や雑巾のプレ ゼント
貝田の 佐藤サクさん･,94〕歳; から学校などて優つてく ださ

いと ．二百 教を超える 端｢t｣が●ら れまし た. 佐ｉ さ んは９ 分

の楽し みとし てこ れまで千枚を 越す雑ｍ やお手玉を作り．学

校や福祉施設へ贈ってい ます．

放評鏝文化センターで活動し ている ，観月台孑ども グラフ

の子ともたら へ ．こ のほどお 手玉 やテッシ ユ人れが届けら れ

まし た．爾り主は 囗||内の鈴木ト クさん･179 嶝J で ．ディ サ

一ピスに参加する傍ら，何か子供

た51こ榠はｵlる勧をと贈ってくだ

さったもので１．

▲佐藤サクさん

●鈴木トクさん

福祉に役立てて

福
島
信
用
全
瘴
吾
妻
哲
夫
理
事
長
は
。

こ
の
ほ
ど
冨
永
町
長
を
訪
ね
。
福
祉
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
寄
付
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ

て
い
る
と
例
年
善
意
を
乕
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。



環
境
美
化
表
彰
観
月
台
公
園
管
理
委
員
会

国
見
町
観
月
台
公
！
曹

理
雰

目
会

・
渡
辺
脯
助
会
艮

．・

か
．

こ
の
ほ
ど
嚶
境
薫
化
団

体
と

し

て
．
国
見
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ

ブ

ー秋
元
正
次
会
長
．・
よ

り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
．

ラ
イ
オ
ン
ズ
グ
ラ
フ
で

は
水

と
緑
の
恵
ま
れ
た
貝
土
の
環

境

夕
学
と
美
化
活
勧
を
途
め
て

お

り
．
観
月
台
公
！

菅
理
会
の

洒

掃
作
業
な
ど
耐
身
的
取

り
組
み

が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で

す
．
･

 い 
: も

会
長
は
「
公
園

に
育
で
も
ら
い

衒
返
し
の
つ

６
一
リ
で
行
な
っ
て
い
沍
一

．．
表

彫
に
恥
じ
な
い
よ
う
努
め
て

ま

い
り
ま
す
こ

と
述
べ
ま
し
た
・
．

表彰状の贈呈 をうける涯辺勝助会長

（右奥）と吉田勝由前会長（右手前）

会談懇者護介
咽
ご
し
示

後
実
齢
へ

り

名

む
冨
の

の

高
は

わ

護

さ
　

っ

業
ど

で

な

介

催
た

さ
事

な
数
行

Ｆ

渭
し

い
隆

度
９

ち

る

で
ま

あ
保
制
　

ど

よ

Ｉ
し
の

’ｊ

金

た
り

に

夕
席

い
介
劣

し
以

催
ッ

出

ら
ら
慰

ま
相

主

吐
が

ぎ
か
者

り
の

会
イ

方

ね
网
誼

あ
て

議

べ
の

し
　

介

か
い

協

心一一
族
対

た

Ｉ
明

っ

祉

‘
家

に
し
全

説
に

福

観
の

苦
ま

舞
で
護

会
旧

名

労
れ
見

い
介

廿
1
3
9
の

さ
護
っ

て

町
月

る
頃

呈
介

に
え

見

．
３

わ
日

賭

・
業
交

国

が
携

ら
が
や

事

も

1
 
.
1
J

に

か
品
況

祉

一
だ

渚

会
丿

長
用
状

禰

八
し

談
介

会
日

施
者
ル

ま

卒業そして新たな門出に

おめでとう

こ の舂 。幼稚圃 から中学岐まで 、

学び舎を巣だってい った孑どもた

ちは342名。卒業証書を手に､ 友と

の別れ 、夢 、期待。そし てちＪつ

びりの不安 、そ れぞれの思いを詢

に抱いて 、新たな旅 立ちです｡

卒業お めでとう。



保健だより

i 麕 洫 祉課 ゛保 健増 姐
・(

 535  )‘278

｢健康日本21｣
って何？

総死亡に占める生活習慣痾による死亡の割合現在の日 本は出生率の 低下とともに、人口の高齢化が進行し2020年には

４人に１人 が65歳以上の高齢者となり超高齢社会になると予測されます。

し かしその一方で、がん、心臓病、脳卒中などの「生活習慣病」が増加

しており 、さらに、「寝たきり」や「痴呆」のような高齢化に伴う障害も増

えてきており､21世紀のわが国は病気や介護による負担が極めて大きな社

会になると懸念されています。

これからの超高齢社会の中で、すべての人が明るく 偃齏な生活をできる

社会にしていくためにも、壮年期の早世（早死）を減少さ せ、寝たきりや

痴呆にならな

い状態で生活

できる期間（＝健康寿命）を延伸させることが目標と

されております。この実現のためにも単に病気の早期

発見や治療にとどまらず、生活習慣病の発症に深く関

わっている食生活、運動、飲酒、喫煙、ストレスなど

生活習慣を改善することによりその予防を図る「一次

予防」を積極的に推進しています。これまでの自分の

健康は「まもるもの」から「つくるもの」へと発想を

転換し、個人と社会とが協力しあって実施する国民健

康づくり運動なのです。

育　児　教　室

'該　 当　 幼　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成12年11月～12月生まれの乳児 � ６月11日( 月) � 午後１眄3)分～午後２眄 �
観月台文化センター

第１和室

（おかあさんへ）☆身長・体重測定．離乳食，予防接種などについて　☆母子手帳を忘れずに１

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成13年２月生まれ）

・９か月児（平成12年８月生まれ） �
６月21日( 木) � 午後１時30分～午後２眄 �

観月台文化センター　

第１和室

（健診内容）☆医師の指尋、身長・体重測定、調乳、離乳、家族計画などについて ☆母子手帳を忘れずに！

１ 歳 ６ ヵ 月 健 診

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成11年10月IEﾖ ～　　

平成12年１月15日生まれの幼児 �
６月28日(木) � 午後１時30分～午後２眄 �

観月台文化センター　

大研修室

( 健診内容)

☆内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による■みがき指導、生活保健指導、身長・体埀測定を行います

☆心理判定貝による相談・指導･･･子育てに関する不安や悩み等、気軽にご相談ください。

☆栄養指導（おやつの試食）もあります。☆母子手帳と１歳６ヵ月児健康診査表を忘れずに１



国
保
加
入
の
方
へ

活
用
く
だ
さ
い

出
産
費
資
金
貸
付
制
度

今
年
四
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
を
対
象
と
し
た
、
出
産
費
資

金
貸
付
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
出
産
に
要
す
る
経
費
を
一
時

貸
出
す
こ
と
に
よ
り
、
出
産
に
か
か

る
負
担
を
応
援
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
後
日
給
付
さ
れ
る
三
卜
万
円
の

出
産
一
時
金
の
支
給
時
に
貸
付
分
を

償
還
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

少
７
化
対
策
の
一
環
と
し
て
導
人

さ
れ
た
こ
の
制
度
で
は
、
出
産
予
定

日
の

１
ヵ
月
以
内
の
証
明
に
よ
り
二

十
四
万
円
（
出
産
一
時
金
の
八
割
）

を
限
度
と
し
て
申
込
み
に
よ
り
無
利

子
で
貸
出
す
も
の
で
、
ま
た
。
妊
娠

四
ヵ
月
以
上
で
あ
れ
ば
限
度
額
の
範

囲
内
で
出
産
に
要
す
る
費
用
も
貸
出

し
さ
れ
ま
す
。
現
在
活
用
さ
れ
て
い

る
高
額
医
療
費
資
金
貸
付
制
度
と
と

も
に
、
基
金
を
利
川
し
て
国
保
加
入

者
の
利
便
を
図
る
も
の
で
す
。

出
産
費
貸
付
事
業
概
要

対
象
者

㈲
民
健
康
保
険
制
度
に

お
け
る
出
産
一
時
金
の
支
給
を
受

け
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
（
国

見
町
川
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の

庶
帯
の
世
帯
ｔ
）

貸
付
限
度
額
　
二
十
川
万
円
（
出

産

。
時
余
の
八
割
）

貸
付
利
息

無
利
子

償
還
方
法

出
産
一
時
命
の
支
給

時
に
償
還
（
相
殺
し
て

。
時
余
を

支
給
）

貸
付
要
件

①
出
産
予
定
日
ま
で

一
ヵ
月
以
内
で
あ
る
こ
と
　
②
妊

娘
四
ヵ
月
以
ｈ
で
あ
り
。
出
産
に

要
す
る
経
費
に
つ
い
て
医
療
機
関

等
か
ら
請
求
を
受
け
、
ま
た
は
、

そ
の
賢
用
を
払
っ
た
こ
と
。

申
込
み
方
法
や
詳
細
は
お
問
い
介

わ
せ
く
だ
さ
い
。

一

お
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
　
国
保
係

ｎ
５
８
５
－
2
7

８
５

乳幼児医療費助成を

就学前まで拡大
町では、乳幼 児の医療費本 人負担分を助成し

保護者負担 分を無料にする｢乳幼 児医療 費助成｣

を行なっ てい ますが、今年四月から適用範洲を、

これ までの３歳未 満児 から小学 校就学 前 まで

(満６歳 に達し た日以後における飛初の３月31

日まで) 拡 大し ました。

就学前 までの拡 大は、少子化対策と子育て 支

援の 一環 として、乳幼児の健康の保持増進 と保

護者の負担軽減を目的とし

てい ます。該当者で まだ申

請を行なっていない保護者

の方は、早急に手続きを済

ませられ ますようお知らせ

します。

詳しくは、保健福祉課国

保係までお問い合わせくだ

さい。

国
民
年
金

第
一
号

被
保
険
者
の
方
へ

2
0歳
以
上
6
0
歳
未
満
の

農
業
者
、
自
営
業
者
、
学
生
な
ど

国民年金保険料の額は

月額
13,300円 Ｍ です

■ 保険料は前納できます。
4月中に1 年分まとめて納付すると、

毎月納めた鳩合とくらべ2.830 円

もお徳です。

１年分前納した場 合

156  , 7 ﾌ 0円

１月ごと に納 めた場合

13.300 円×12 月

１５９,６００ 円

ﾌ保゚ 険 料 の 納 付;

は 、 確 実 で 便l

利 な 口 座 振 替.

を ご 利 用 く だ･E

さ い

保
険
料
を
納
め
る
の
は

み
ん
な
の
義
務
で
す

保
険

料

納

付

は

、
年

金

受

給

へ

の

第

一

歩
‐
ｉ
将
来
に

そ

な
え
、
保

険
料

は
必

ず
納
め

ま
し

よ
う

。

継
済
的
な
理
山
や
病
気
な
ど
。
ど
う
し
て
も
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ

れ
る
申
謫
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
学
生
の
方
に
は
在

学
期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
学
生
納
付
特
例
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

一
申
請
免
除
期
閥
や
納
付
特
例
期
間
は
十
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
か
ら
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・お問い合わせ・

住民課年金係へ　７?585  ｰ



インフォメーション
健康福祉祭ｽ ﾎﾟｰﾂ 交流大会

参加者募集

高齢者のスポーツと文化の総 合的な祭典である｢

うつくしま、ふくし ま。 健康福祉祭｣ を５月ａ〕

日(水) ～31[]( 木)に郡山市で開催します。

この祭典の中で5 月30日( 水) に郡山巾開成山陸E

競技場などで行うスポーツ交流大 会( 第９回す

こやか福島ねんりんピ ック) の参加者を募集して

います。

競技種目　 卓球、テニス、ソフトテニ ス、ソフ

トボール、ゲート ボール、ペタンク、弓道、剣

道、グランド・ゴ ルフ、ウ ォークラリー、なぎ

なた、武術太極拳、囲碁、将棋、ソフトバレ ー

ボール、ク囗リティー、ディスクゴルフ、バウ

ンドテニス、ターゲットバードゴルフ、マレッ

トゴ ルフ、社交ダン ス

競技参加資格　県内在住の60歳以 上の 方

参加料　 無　 料

問い 合わせ先

(財) 県侵寿社会推進機構 ７?524 ｰ 2225

留意事項　 各種目とも、参加人数に限り があり

ますの で、お断り する場合があり ます。募集期

限 等、その他詳しくは各種目別実施要項をご覧

く ださい 。

採
用
試
験

国
家
公
務
員

人
事
院
で
は
、
大
学
卒
業
程

虞
の
Ｉ
種
、
ｕ

種
試
験
と
、
高

校

卒
業
程
度
の
ｍ

種
試
験
な
ど

の
国
家
公
務
員
採
用
試
験
を
実

施
し
ま
す
。

Ｔ

・
ｎ

種
試
験
】
▼

受
験
資

格
…
◇
１
種
・：
昭
和
四
卜
三
年

四
月
二
口
か
ら
昭
和
五
ｔ

五
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
者
（
そ
れ

以
降
の
生
ま
れ
で
大
学
卒
。
卒

業
兇

込
み
及
び
同
程
度
の
賢
橘

を
有
す
る
者
も
含
む
）
◇
ｎ

楠

…
昭
和

円
十
七
年
四
月
二
口

か

ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
生

ま
れ
の
者
（
そ
れ
以
降
の
生
ま

れ
で
大
学
、
短
大
又
は
高
専
卒

の
者
、
卒
業
見
込
み
及
び
同
程

度
の
資
格
を
有
す
る
行
）
▼
受

付
期
限
・・・
五
月
十
目
（
木
）
ま

で

【
Ⅲ

棔
試
験
一

▼
受
験
資
格

◇
行
政
…
昭
和
五
十
五
年
四
月

二
日
か
ら
附
和
五
十
九
年

門
月

一
日
生
ま
れ
の
者
◇
郵
政
・：
昭

和
五
十
一
年
四
月
二
口
か
ら
昭

和
五
十
九
年
四
月

丿
日
生
ま
れ

の
者
◇
税
務
…
昭
和
五
十
六
年

四
月
二
口

か
ら
昭
和
五
卜
九
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
者
▼
受
付

期
閥
・：
六
月
二
十
日
（
水
）
か

ら
二
十
七
日
（
水

）
ま
で

★
こ
こ
に
記
載
し
た
も
の
国
家

公
務
ほ
採
川
試
験
の
抜
粋
で
す
。

試
験
職
種
や
申
込
用
紙
の
請
求
、

受
験
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

人
嘔

院
東
北
小
務
局
卵
二
課

ｎ

０
２
２
（
２
２
‐

）
2
0
2
2

福
島
県
職
員

【
大
学
卒
程
度
一
▼
受
験
資
格

・：
昭
和
四
1‐
匕
年
四
月
一
一
日
か

ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
川
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
。
学
歴
は
不

問
。
た
だ
し
、
職
種
に
よ
っ
て

は
免
許
や
負
格
を
有
す
る
（
見

込
み
も
可
）
こ
と
▼
受
付
期
間

…
瓦
月
ト
ロ

～
六
月
一
日
▼
試

験
凵
六
月
ニ
ト

凹
日

【
警
察
官

Ａ
・
婦
人
番
察

官

Ａ
】
▼
受
験
賢
格
・：
剛
和
叫
十

七
年
四
月
一
。日

か
ら
昭
和
五
卜

五
年
四
月

‘
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
。
大
学
（
短
大
は
除
く
）

を
卒
業
し
た
者
又
は
卒
業
兄
込

み
の
者
▼
受
付
期
間
・：
五
月
こ

卜

．
Ｈ
～
六
月
ｔ

二
日
▼
献
験

日
匕
月
八
日

【
そ
の
他
】
紀
人
・
高
校
卒
業

程
度
、
警
察
官
Ｂ
．
栄
典
職
員
、

学
皎
嘔
務
職
は
節
に
つ
い
て
も

探
川
献
験

が
ｆ
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
次

に
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

★
問
い
合

わ
せ

柵
島
県
人
嘔
委
員
会

ｎ
（
５
２
１
）
7
5
8
8

西
分
署
だ
よ
り

火
災
に
よ
る
空
気
の
成
分
変
化

ふ
つ
う
空
気
中
の
成
分
は
ニ
ト
・
七
％

が
酸
素
で
す
。

空
気
が
清
浄
な
と
き
は

酸
素
量
卜
四
％

で
も
人
体

に
大
き

な
影
響
は
あ
り

ま
せ

ん
が
、
十
％

以
下

に
な

る
と
呼
吸
困

難
。
七
％

に
な
る
と
窒
息
に
い
た
り
ま
す
。

火
災
の
畤
。
室

内
に
畑
が
充
満
し
て
も
。
ま

だ
は
本
格

的
燃
焼
に
至
ら
な
い
間
の
酸
素
皿

は
十
九
～
卜
六
％
で
す

が
、
燃
焼
が
盛
ん
に
な

る
に
つ
れ
て
槻
少
し
、
祁
屋
全
体

が
本
幡
的
に
炎
と
す
る
頃
に
は
郎
屋
の
上
部
で
七
・
四
％
、

中
部
で
六
・
六
％
．
Ｆ
邸
で
卜
四
％
程

に
な
り
ま
す
。

避
難
す
る
と
き

。『
姿
勢
を
低
く
し
て
、
柵
れ
た
タ
オ
ル

を

囗
・
鼻
に
あ
て
て

』
と

い
う
の
は
、
煙
を
す
わ
な

い
よ

う
に
す
る
こ
と
と
他
に
、
こ
の
よ
う
な
空
気

成
分
の
変
化

が
あ
る
た
め
で

。
安
全
な
避
難
方
法
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
も
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
力
で
火
災
の
無

い
ま

ち
づ
く
り
を
日
指
し
ま
し
よ
う
。

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
５
８
２
－
3
1
9
0

｢あつかし夕市｣開店です

今年も。農家の 方々が作った

新鮮で安全な野菜や果物を直接

販売する「あ つかし 夕市」が開

店し まし た。

４ 月から11 月までの第２と第

４ 火曜 日、午後４時頃より１時

間程度ＪＡ伊達みらい国見Ａコ

ープ店 前で開かれ ます。どうぞ

ご利 用ください。



お
知
ら
せ

憲
法
週
間
記
念

無
料
法
律
相
談

五
月
三
日

は
『
憲
法
記
念
の

Ｈ
』
で
す
。
日
本

国
憲
法
の
施

行
を
記
念
し
、
国
の
成
艮
を
期

す
る
こ
の
日
を
巾
心
に
、
五
月

。
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週
間

を
憲
法
週
間
と
し
。
弁
護
士
会
。

法
律
扶
助
協
会
の
主
催

に
よ
る

無
料
泌
律
相
談
会
を
閧
催
し
ま

す

。
▼
日
時
…
五
月
卜
日
（
木

）

午
前
卜
畤
か
ら
午
後
ご・。時
ま
で

▼
場
所
・
：
福
島
地
方
裁
判

所
弁

護
士
搾
竃

▼
内
容
…
法
律

全
般

か
ら
’ｒ

供
こ
と
に
つ
い
て

の
相

談
も
行

い
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
弁
護
士
会

″`（
５
３
４
）
2
3
3
4

公
開

し

ま

す

ロ
ケ

ッ

ト

開
発

技

術

科

伊

技

術

週

閥

に

合

わ

せ

、

角

田

ロ

ケ

ッ

ト

開

発

セ

ン

タ

ー

と

航

空

宇

宙

技

術

研

究

所

で

は

、

施

設

の

↓

般

公

開

を

し

ま

す

．

▼

日

時
・
：

四

月

．一
十

二

日
（

凵

）

午

前

十

時

か

ら

午

後

‘
二
時

半

ま

で

▼

場

所
・
：

角

Ⅲ

ロ

ケ

ッ

ト

開

発

セ

ン

タ

ー

．

航

空

宇

宙

技

術

研

究

所

．

角

川

宇

宙

推

進

技

術

研

究

セ

ン

タ

ー

▼

内

容
・
：

展

示

、

開

発

試

験

設

術

公

開

．

ビ

デ

オ

上

映

、

各

種

イ

ベ

ン

ト

★
問
い
合
わ
廿

角
Ⅲ
ロ
ケ
ッ
ト
闘
允
セ
ン
タ
ー

い`
０
２
２
４
（
６
８
）
3
２
1
1

北
山
組
合
よ
り

国

見

町

桑

折

町

有

北

山

組

合

で

は

、

一
．
．
月

一

．ト

ー
日

議

会

を

招

集

し

、

唹

成

ト

ー
．
．年

度

Ｆ

算

な

ど
『

ヒ

件

の

謡

案

を

議

決

し

ま

し

ベ

ト

．
こ
年

度

予

算

額

は

四

百

卜

四

万

円

｛

対

前

年

度

比

六

％

減

｝

と

な

り

、

歳

出

の

内

訳

は

、

糾

合

所

有

山

林

の

維

持

曾

皿

経

費

と

．

緑

資

源

公

団

か

ら

の

受

託

事

業

費

を

計

上

し

て

お

り

ま

す

．

歳

入

は

畷

見

・

桑

折

両

町

か

ら

の

分

担

金

と

、

公

団
か
ら
の
乍
業
収
入
が
主
な
も

の
で
す

。

北
山
組
合
は
明
治
四
十
年
に

般
立
さ
れ
た
一
部
事
務
組
合
で
、

山
林
五

。
五
・
八
ｈ
（
内
訳
ｎ

緑
良
源
公
川
等
と
の
分
収
林
三

七
匕
・
五
ｈ
、
直
営
林
一
二
八
・

三
ｈ
）
の
維
持
管
理
業
務
を
行

っ
て
い
ま
す

。

育
て
た
い

山
へ
の
マ
ナ
ー

火
の
始
末

山
火
事
防
止
強
化
月
間

四
月
九
日

か
ら

五
月
九
日
ま
で

チャイ儿ドシートシートを

無料でお貸しします

国見町チャイルドシート貸出し事業

チャイルドシートの 愬用推進を図り 、乳

幼児の身体 ・生命を交通事故から 守るため 、

乳幼児を餐育するひと り親等の方 へ、チ ャ

イルドシートの無料貸出し を行ってい ます。

・貸出しの条件は次のと おり です

貸出し対象者：国見町に居住する乳幼児を

養育するひとり親等の方で。町県民税の非

課税、もしくは均等割りのみの課税世帯。

貸出し台数：１世帯当たり１台

幼児用シート（４ヶ月～４癩頃タイプ）

申し込み：希望者は役場住民課へ申調して

ください。

その 他：申し 込み時

の添 付書類や貸出し

期間 、返却条件など 。

詳しくは 下記へお

問い 合わせください。

住民課　 生活環塊係??585

－2116

行政相談員に

羽根田ヒサさん
総務省では、国見町を担当するも行

政相談委艮として、羽根田ヒサさんを

新たに委嘱し ました。これまで16年に

わたり相談員 を務められました内池和

子さんには、たいへんご苦労さまでし

た。

行政相談委員は、総務大臣が委嘱す

るもので、国の仕嚊をはじめＪＲ、Ｎ
ＴＴ等の仕事についての苦情や意見・

要望を受け付け、皆さんと役所等との

間に立ってその解決を促進するよう相

談に応じ ます。秘密は守りますので、

お気軽にご相談ください。

国見町行政相談員羽根田ヒサさん
585 ｰ474

0春の行政相談週間

５月21日(月)～27日(日)

５月の心配ごと相談

７日dl）陶繝 土夫,４

谷1･ Ｗ廖ａ

15 日 図 村

山 ﾔ･1 ，4

25日喙l lSで禳 ｉ墻９
小内 絅ｆａ

・堵晰 役場(  2 ) 都 新

●・躙 ７仙曾 ｰ  ｴ ﾔ･

人口と 世帯

人口 ３月１日現在
男　5.400 人（－ ２〉
女　5.789 人(  + 4 )
計 一 一 ﾕ 8 人(  + 2 )

出生 ２人 死亡 １２人
虹入 ３６人 転出 ２３人

世 帯
3｡66  世 ､  (  十 1  ｰ

結

婚
お
め
で

と
う

南

祐
徳
ご
・
千
Ⅲ
秀
子
ｊ
（
1
1野
一

吉
田
雅
紀
バ

こ

．浦
か
お
り
ご｛

第
４
｝

誕

生
お
め
で
と
う

佐

嘩

迪

哉

了

勝

胯

。
ぐ

契

煢

埣

ご

（
山

崎

宮

朏

）

懊

川

冷

弘
了

祕

唸

。
气

仁

災

。
。入
（

小

包

仇

舳

啓

生

’。
’

‘

弘

傑

ｊ

・
明
ｒ

ご
｛

離

川

光

叫

｝

松

浦

葵

了

り

縮

。
气

・’
イ

ご

又

木

已

渡

淦

恃

剛

冫

’

心

訶

。
气

ツ

ー
（

泉

川

ド

）

阿

郎

浩

士

ｙ

町

ぐ

？

’…
。
。二

泉

川

ド

ー

萄

地

明

笑

。。こ

陣
志

、。
‘

マ
ル
ヶ

。`
ア
・ｙ
ヘ
レ

｀
・
ｙ

で
リ

．ｙ
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第

９

付
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あ

す

小
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博
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ガ
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シ

ア
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ド
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忿

仲
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マ

ユ
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林

）

ｔ

滯
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小
ｙ

勉
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山

美

７｛

滌

Ⅲ
χ

陥

｝

井

砂

価

人

了

剛

ゼ

見

ｊ

（
昜

ｍ

碵

嘶

’｛
ｙ

敬

治

之

・
広

芦

Σ

沌

山

｝

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

榊

崑

‥子
７

６８

（
山
崎
富
縮
）

鈴
木
喜
三
泊
。‘

８６
　

（
川
内
）

佐
藤

元
一
八

卵
　

｛
小
坂
｝

朽
木

哲
臨
ご

６７
　

（
前
川
）

占
ｍ

健
次
邸
。
’
9
1
　

（
只
川
）

宮
野

五
郎
。
‘

７８

｛
山
崎
小
納
｝

後
藤

タ
マ
。
‘

８０
　
　

（
第
９
）

遠
藤

フ
サ
。
‘

酊
　
　

（
山
桃
）

々
島

１
代
。
‘
ｓ

（
藤
川
寓
的
）

（
３
月
3
1川
Ｍ
出
分
ま
で
）



生涯学習
つうしん

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

谷 ( 585 ) 2676 FAX ( 5 ) 2707

健
康
の
秘
訣
を
伝
授

谷
津
三
雄
先
生
健
康
講
演
会

当
町

出
身

で
テ

レ
ビ

な
ど

で
お
馴

染

み

の
、

谷
沖
三

雄
先

生

（
日
本
人

学

名

誉
教
授

）
の

健

康
講
演

会
が
．

一
．八

十

一
口

観
月

台
文

化
セ

ン
タ

ー

で

開
催

さ
れ

ま
し

た
．『
死
ぬ

ま
で

．兀

気
に
生
き
、
元
気
に
死
の
う
」
と
題

し
た
講
演
で
は
、
日
常
生
活
の
中
で

気
軽
に
で
き
る
健
虞
法
が
伝
授
さ
れ
、

会
鳩
の
皆
さ
ん
も
い
っ
し
よ
に
な
っ

て
、
ｆ

を
組
ん
で
は
健
康
法
に
収
り

組
み
ま
し
た
。「
笑
う
こ
と
は
健
康
の

秘
訣
、
元
気
な
じ
じ
、
ぱ
ば
に
な
ろ

う
。
」
と
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
独
特

の
囗
・調
で
。
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻

き
込
み
ま
し
ぺ

谷
津
先
生
の
講
演
会
は
、
例
年
こ

の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
同

も
谷
津
先
生
か
ら
講
演
料
令
糾
を
欄

祉
の
た
め
に
寄
付
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

受講生

募 集

パ
ソ
コ
ン
（
Ｉ
Ｔ
）
基
礎
技
能
講
習
会

国
が
推
進
す
る
Ｉ
Ｔ
（
愉
報
通
Ｕ

技
術
）
終
及
の

。
環
と
し
て
、
町
氏

の
方
が
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
刊

偽
で
き
る
よ
う
、
技
能
詞
習
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。
新
し
い
パ
ソ
コ
ン

を
揃
え
て
、
今
年
皮
は
四
月
よ
り
延

べ
四
こ

り
名
の
受
講
を
見
込
ん
だ
荊

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
こ
の
槻

会
に
「
Ｉ
Ｔ
」
を
習
得
く
だ
さ
い
。

鳩
所

奴
爿
台
文
化
セ
ン
タ
ー

演
習
室

対
象
者

満
2
0臨
以
Ｌ
の
国
見
町

在
化
又
は
在
助
の
方

受
講
料

無
料
　
＊
た
だ
し
、
テ

キ
ス
ト
代
火
ｎ

は
負
担

定
員
　
‐

講
座
2
0人
（
超
過
し
た

場
介
は
次
講
座
へ

）

内

容
　

Ｗ
・‐
ｎ

ｄ
ｏ

ｗ
ｓ

入
門

・

ワ

ー

プ

ロ
ソ

フ

ト

の
基

礎
・
イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト

入
門

・
電
ｆ

メ
ー
ル

人
門

★
申
込
み
お
問
い
合
わ
せ
先

乍
涯
学
習
課
（
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
）
　
　

い`
５
８
５
－

２
6
7
6

５月開催日程

コース �開 催 日 ���筒催胯聞

士日コース
第１明 �

？し3 日 物 ､29
卩?朏j9E ���13:30

～-  30

平日コース
･狄７期･ �14

 15 和 827
月23 25 金���13J

～15 30

夜周コース
第12期: �14

升1621
 23

�

抑SI

冰 25  金
��19.00～21:00

全日程については配布されたお扣らtt
をご覧ください慂 月岡蝮分は定員となり
ました｡6 月岡縫は鴎の講座のE13込みを憂
付しでいます。

忘
れ
な
い
で

加
入
し
ま
し
ょ
う

～
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
～

こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
助
・
地
城
活
動
等

を
行
う
五
名
以
Ｌ

の
グ
ル
ー
プ
を
対

象
と
し
て
、
往
復
途
ｈ

も
含
め
た
グ

ル
ー
プ
活
動
中
の
偽
害
嘔
故
お
よ
び

賠
俄
貞
任
を
負
う
嘔
故
を
袖
償
す
る

も
の
で
す
。
ま
た
、
心
脚
マ
ヒ
な
ど

の
突
然
死
に
対
し
て
共
済
見
舞
令
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
。
万
一
の
嘔
故
に
備
え
て

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
安
令
保
険
に
加
人
し

ま
し
よ
う
。

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
体
介
係
へ

お
４
ね
く
だ
さ

い
。

うつくしま県民の翼

参 加 者 募 集
福局県では､襴・ 県宵少年等派遣事業｢うつ

くしま県民の翼｣の参加者を蒭集しています。

【内容】

◇青少年育成活動研修コース

(派遣先 アメリカ)
・募集人員　15人 く18癨～40歳までの方)　
・個人負担額　９万円

◇国際協力活動研修コース

(派遣先 ブラジル・パラグアイ))

・雰集人艮10 人(18 歳～40歳までの方)　
・ 個人負担額12 万円

◇環境保全活動研修コース

(派遣先 ニュージーランド)
・募集人員　10人(18 歳～圀歳までの方)　

・ 個人負担額　９万円

◇地域文化振興活動研修コース
(派遣先　ドイツ)

●募集人艮10 人〔la歳～励肯までの方〕

・個人負担額10 万円

★募築期限　５月14日( 月)
★派遭期間　９月11日～９月23日までの期間

のうち10日間( 国際協力コースは11日間)<

〉共生社会への道支援研修コース
(ふれあいウイング)( 派遣先　ドイツ)

・募集人員 障害のある人(介助人含む)17　

名程度、障害のない人６名程度
・個人負担 生徒概ね55,[xx]円、その他戳

ね115.0(x)円

★雰集期限　５月11日( 金)
★派遣期間　10月19日～10月2a日(10 日間)　1

問い合わせ】

牛蓍学習課生涯学習係 ？1585一部76



学級生募集
申し込みは生涯学習係まで　谷 585  ｰ  2676

成人学級

一層教養．見学学習．聘事問爾 ，健康づくり等１

通して ．自己を高め仲間づくりに劈めます．

●対象･･･司内在住の20 織～60 癨代の男SX

●期間･･･5月～2 月

・ 眄間…午後1吻半～3 聘半

●費用･‥年間1,〔〕00円

・ 耨切…4月25 日1 水)

阿津賀志学級

心・ かな日々を送るために ．長寿社会に酒Ｘした

一趙教養や健康曹理．町政．草花栽培．交通教室．

グループ活動など幅広い学習を行ないます．

・対象-‥田J内 在住概ね65 戚以上の男女

・期間･･･5月～2 月（年間40 回）

●時問･‥午荊9時～11 聘半

・費用･･･年間1.80 円

・受付…随時

子育て教室

目 信を持って楽しく 子育て１ るために繝話や帽子

活動，実技等を通して幼児 教育の暮本と心構えにつ

いて学習し ます。

・ 対象…平成9 年4月から平成12 年3月までに生まれ

た幼児を持つ父母や相父母

・ 期間･･･5月～3月（月3回程度）

●費用…年閥2.08 円｛幼児一人・おやつ代｝

・ 定員…20 人狸度

くにみ女性教室

値願管理やE衂事閤迴 ．霞味，料理，グ ループ活勘

を通して．女性が心且かに生きるための学習を行な

いま１ ．

・ 対象･-･田】内在住の20 歳～60 峻代の女性

●期間･･･5月～3 月

・ 時間…午叨9聘半～11 聘半

・ 費用…年間500 円

●締切…4月27 日（金）

団・員・募・集

◆国見町柔道スポーツ少年団
・練習日時･･･毎週火・金曜日

小学生は午後７眄～Ｂ畤、

中学生以 卜は午後７時～９畤

・練習場所･･･観月台文化センター体育館

・申込み・問い合わせ･･･父母会事務局斎藤博

※練習日に体育館においでください

◆剣道スポーツ少年団

・ 練習日時…毎週月・金曜日

午後６畤半～８時、

・ 練習場所…観月台文化センター体育館

・ 申 込 み…練習日に体育館においでください

※一般部員も募集しています。

少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

～
小
学
生
と
楽
し
く
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

国
見
町
内
の
小
学
生
４
・
５
・
６
年
生
を
対
象
に
し
た
「
少
年
仲

問
づ
く
り
教
蜜
」
の
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

募

集

対

象

募

集

人

員

活

動

内

容

活

動

日

応

募

方

法

応

募

締

切

問
い
合
わ
せ

国
見
町
在
住
の
高
校
生
又
は
大
学
生
で
健
康
に
自
身

の
あ
る
方

若
干
名

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
キ
ャ
ン
プ
、
登
山
、
ニ
ュ

ー
ス

ポ
ー
ツ
、
創
作
活
動
の
補
助

お
も
に
第
２
土
曜
日
（
キ
ャ
ン
プ
は
夏
休
み
に
実
施

し
ま
す
。
）

国
見
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
ま
で
直
接
お
電
話

く
だ
さ
い
。

国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
内

麑
５
８
５
－

２
６
７
冖
０

４
月
2
5日
（
水
）
ま
で

詳
し
い
こ
と
は
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。



結
婚
を
祝
し

●
結
婚
祝
金

媒

酌
人
報
奨
金
贈
呈
式

昨
年
３

月
か
ら
今

年
２

月
ま

で
に

結
婚
さ
れ
た
新

婚
カ
ッ
プ

ル

と
ご
媒
酌
人
を
旧

い
て
、
結

婚
祝

金
及
び
媒
酌

人
報
奨
金
噌

呈

弍
が
３
月
3
1
日

観
月
台
又
化

セ

ン
タ
ー
で

お
こ

な
わ
れ
ま
し

た
。
町
内
在
住
の

新
婚
夫
婦

は
3
9

組
で
、
そ
の

縁
を
収
り
持
っ

た
媒
酌
人

は
1
1
組
で
す
。
罵
永

叨

良
よ

り
新
婚
者
へ
の
励

ま
し

と
仲
人
さ

ん
へ
の
ね
ぎ
ら

い
の

し一
。
葉
か

か
ｎ

ら
れ
ま
し

た
。
そ

の

後
お
祝
い
の
パ
ー
テ

ィ
ー
が

催
さ

れ
ま
し
た
。

火
伏
せ
で
無
火
祈
願

●
初
午
行

事

３
月
1
1
臼

。
町

消
防
団
怐
例

の

初
午
行
申
が
行

な
わ
れ
ま
し

た
。
春
泥
か
ら
新

緑
ま
で
の

空

気
が
乾
燥
す
る
こ
の

時
川

。
火

災
予
防
を
図
る

と
と
も
に

、
施

設
の
点
倹
に

よ
り
消
防
水
利
や

非
常
時
に
備
え

る
も
の
で

す
。

新
し
い
写

が
立
ち
並
ぶ
ニ
ュ

ー

タ
ウ
ン
で

は
、
い

た
る

と
こ

ろ

で

新

築
住

宅

に

水

を

か
け

る

「
火

伏
せ

」
が
行

な
わ
れ
、
無

火
災
を

祈
り
ま
し

た
。、

防
霜
対
策
本
部
設
置

降
霜
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
４

月
６
日
町
や
Ｊ
Ａ
、
共
済
組
合

で
組
織
す
る
固
見
町
防
霜
対
策

本
部
が
設
置
さ
れ
、
1
1日
に
は

対
策
会
議
か
開
か
れ
ま
し
た
。

宋
樹
産
・
地
の
当
町
で
は
霜
の
被

富
は
直
接
収
入
へ
影
響
す
る
大

閤
。題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
徳
江

や
大
枝
な
ど
の
方
部
別
の
部
会

に
よ
り
、
遅
霜
に
よ
る
被
害
か

ら
眺
や
さ
く
ら
ん
ぼ
な
ど
の
花

芽
を
守
る
苅
策
が
と
ら
れ
ま
す
。

き
れ
い
な
ト
イ
レ
に
な
り
ま
し
た

山
崎
宮
前

地
内

（
山
崎

水
雲

神
社
一
凹

に
あ
る
公
衆
ト
イ

レ

が
新
し
く

な
り
ま
し
た

。。
老
朽

化
が
著
し

く
、
以
前

か
ら
改
修

に
つ
い
て
の

強
い
要

望
が
あ
か

つ
て

お
・ワ
、
公
共
下

水
道
へ
の

接
硫

や
藤
田
城
公
園

等
の
利
用

名
‥へ
の

利
便

も
含

め
建
て
替
え

ら

れ
ま
し
た
『－
。
身
障
者
用
も
あ

り
、
地
元
町

内
会

と
協
力
し
て

管
理
を
す
す

め
ま
す
。
マ
ナ
ー

を
守
っ
て

ご
利

用
く
だ
さ
い

。

ひ
の
で

藤
田
小
と
う
か
い
り
ん
ま
な
み

さ
い
し
ょ
は
。
あ
つ
か
し
山
の
。し
た
が
あ
か

く
ひ
か
っ
て
み
え
ま
し
た
・

あ
か
い
の
が
み
ぎ

に
う
ご
い
て
き
て
、
だ
ん
だ
ん
き
ん
い
ろ
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。匸
で
し
て
、
た
い
よ
う
が
か
お

を
だ
し
て
き
ま
し
た
。
ひ
か
っ
て
い
た
の
が
と

て
も
さ
れ
い
で
し
た
。
と
て
も
ま
ぷ
し
か
っ
た

で
丁
『・

３
ふ
ん
く
ら
い
で
。
た
い
よ
う
が
ぜ
ん
ぷ
か

お
を
だ
し
ま
し
た
。

あ
さ
４
じ
5
0ふ
ん
。

一．児
星

生
徙

文
欒

く
に
み
　

第
3
2・］戸

か
ら

編
集

発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
－
１
７
９
２

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大

字

藤
田

字
一
丁
田

二
、
２
の
１

Ｔ

Ｅ

Ｌ

Ｏ

２

４

１
５

ａ

５

‐

２

１

１

１

Ｆ

Ａ

Ｘ

ｏ

２

４

－

５

８

５

２

－

８

１

ｍ

：

ｋ
Ｏ
面
９
２
３
＠
拍
卸
　
ｓ

．
　
ｏ
ｃ
ｎ

．
　
．
ｊ
Ｐ
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